
大分大学医学部学生交流細則 

平成２２年１月１３日制定 

 

 （趣旨） 

第１条 この細則は，大分大学医学部（以下「本学部」という。）又は大分大学大学院医学系研

究科（以下「本研究科」という。）が派遣し，又は受け入れる学生（以下「交流学生」という。）

に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

 （交流学生） 

第２条 この細則において，交流学生とは，次の各号に掲げるものをいう。 

 （１） 派遣特別聴講学生 大分大学学則（平成１６年規則第８号。以下「学則」という。）

第２４条又は大分大学大学院学則（平成１６年規則第９号。以下「大学院学則」という。）

第１９条の規定に基づき，国内又は外国の大学・短期大学又は大学院において授業科目

を履修することを認められた学生 

 （２） 派遣特別研究学生 大学院学則第２０条の規定に基づき国内又は外国の大学院又は研

究所等において特定の研究指導を受けることを認められた大学院の学生 

 （３） 特別聴講学生 学則第５２条又は大学院学則第４６条の規定に基づき本学部又は本研

究科において授業科目を履修することを許可された国内又は外国の大学・短期大学又は

大学院の学生 

 （４） 特別研究学生 大学院学則第４７条の規定に基づき本研究科において特定の研究指導

を受けることを許可された国内又は外国の大学院の学生 

 

 （協議） 

第３条 学則第２４条及び第５２条並びに大学院学則第１９条，第２０条，第４６条及び第４７

条の規定による協議は，次に掲げる事項について教授会（大学院学生にあっては「研究科委員

会」と読み替えるものとする。以下同じ。）の議を経て，学部長（大学院学生にあっては「研

究科長」と読み替えるものとする。以下同じ。）が行う。 

 （１） 授業科目又は研究指導の範囲 

 （２） 派遣又は受入れ学生数 

 （３） 単位等の認定又は研究修了の認定方法 

 （４） 派遣又は受入れ期間 

 （５） その他必要な事項 

２ 交流学生の派遣又は受入れ期間（以下「履修期間」という。）は，原則として１年以内とし，

通算して２年を超えることができない。ただし，修士課程にあっては１年を超えることができ

ない。 

 

 （派遣又は受入れの許可） 

第４条 交流学生の派遣又は受入れの許可は，前条第１項の協議の結果に基づき，教授会の議を

経て，学部長が行う。 



 

 （派遣学生の出願手続） 

第５条 派遣特別聴講学生又は派遣特別研究学生（以下「派遣特別学生」という。）を志願する

者は，所定の願書により学部長に願い出て，許可を受けなければならない。 

 

 （在学期間の取扱い） 

第６条 派遣特別学生の履修期間は，次の表の区分により，それぞれ大分大学（以下「本学」と

いう。）の在学期間に算入する。 

区分 算入期間 

修士課程 博士課程 

派遣特別聴講学生 1年以内 1年以内 

派遣特別研究学生 1年以内 2年以内 

 

 （履修報告書等の提出） 

第７条 派遣特別学生が履修又は研究を終了したときは，１月以内に履修報告書又は研究報告書

に派遣先の機関の長が発行する学業成績等を証明する書類を添付して学部長に提出しなければ

ならない。 

 

 （授業料） 

第８条 派遣特別学生は，本学の学生としての授業料を納付するものとする。 

  

 （派遣許可の取消し） 

第９条 派遣特別学生で，次の各号の一に該当するときは，派遣先の機関との協議の上，教授会

の議を経て，学部長が派遣許可を取り消すことがある。 

 （１） 履修又は研究終了の見込みがないと認められるとき。 

 （２） 派遣特別学生としてふさわしくない行為があると認められるとき。 

 

 （特別学生の出願手続） 

第１０条 特別聴講学生又は特別研究学生（以下「特別学生」という。）を志願する者は，所定

の願書に次の書類を添えて，履修又は研究の開始の１月前までに学部長に願い出るものとする。 

 （１） 所属大学等の長の推薦書 

 （２） 外国人の場合は外国人登録済証明書 

 （３） その他本学が必要と認める書類 

 

 （履修証明書等） 

第１１条 特別学生が履修又は研究を終了したときは，履修証明書又は研究証明書を交付する。 

 



 （学生証） 

第１２条 特別学生は，本学が交付する学生証を常に携帯しなければならない。 

 

（検定料，入学料及び授業料） 

第１３条 特別学生に係る検定料及び入学料は，大分大学授業料その他の費用に関する規程（平

成１６年規程第９１号。以下「費用に関する規程」という｡）に定めるところにより徴収しない。 

２ 特別学生の授業料については，費用に関する規程に定めるところにより徴収する。ただし，

特別学生が国立の大学又は短期大学の学生であるときは，授業料は徴収しない。 

３ 特別学生の授業料は，年度を前期及び後期の２期に区分し，当該期の額を当初の月に納付し

なければならない。ただし，履修予定期間が６月未満であるときは，その期間分に相当する額

を当初の月に納付するものとする。 

４ 既納の授業料は，いかなる理由があっても，これを返還しない。 

 

 （実験実習費） 

第１４条 実験実習に要する費用は，原則として特別学生の負担とする。 

 

 （受入れ許可の取消し） 

第１５条 特別学生の受入れ許可の取消しについては，第９条の規定を準用する。 

 

   附 則（平成２２年医学部細則第３－２号） 
１ この細則は，平成２２年１月１３日から施行する。 
２ 大分大学医学部学生交流規程（平成１６年医学部規程第３－３号）は廃止する。 


